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今
期
定
例
会
で
は
条
例
の
改
正

や
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
、
農
業

委
員
の
任
命
に
つ
い
て
の
同
意
案

等
が
提
出
さ
れ
、
審
査
・
審
議
の

結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

報
告
第
1
号　

報　
　
告

令
和
４
年
度
曽
於
市
一
般
会
計

予
算
に
お
い
て
、
総
務
費
の
大
隅

支
所
庁
舎
整
備
事
業
を
は
じ
め
と

す
る
27
件
、
38
億
8
7
3
5
万
円

を
繰※

越
明め

い

許き
ょ

費
と
し
て
令
和
5

年
度
へ
繰
越
し
た
こ
と
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
た
も
の
で
す
。

承
認
案
第
2
号　
全
会
一
致　
承
認

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
改

正
す
る
も
の
で
、
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

承
認
案
第
3
号　
全
会
一
致　
承
認

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
一
定
程
度
の
収

入
が
減
少
し
た
被
保
険
者
に
係
る

保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て
改
正
さ

れ
る
も
の
が
主
な
内
容
で
、
令
和

4
年
度
末
に
資
格
を
取
得
し
た
こ

と
に
よ
り
、
令
和
5
年
度
に
納
期

限
が
到
来
す
る
令
和
4
年
度
分
の

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
財
政
支
援

の
対
象
と
さ
れ
、
減
免
の
対
象
と

な
る
も
の
で
す
。

議
案
第
36
号　

賛
成
多
数　
可
決

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、

特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
に
係

る
車
両
区
分
の
創
設
及
び
森
林
環

境
税
の
賦
課
徴
収
等
、
関
連
す
る

規
定
を
整
備
す
る
も
の
が
主
な
内

容
で
す
。

問　

森
林
環
境
税
の
賦
課
徴
収
と

は
。

答　

東
日
本
大
震
災
復
興
税
が
終

了
す
る
令
和
6
年
度
か
ら
、
個
人

住
民
税
の
均
等
割
が
賦
課
さ
れ
て

い
る
方
か
ら
年
額
1
0
0
0
円

を
徴
収
す
る
内
容
で
あ
る
。

議
案
第
41・42
号　

全
会
一
致　
可
決

両
分
団
に
配
置
し
て
い
る
平
成

14
年
購
入
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

を
更
新
す
る
も
の
で
す
。

TopicsTopics

第 2 回定例会

令和 5 年
6 月12日から

6 月29日まで

（18日間）

Topic1

令
和
５
年
度
へ
繰
越
し

Topic2

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
部
改
正

大隅方面隊北分団取得予定車両と同型の
水槽付小型動力ポンプ積載車

Topic3

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

Topic4

令
和
６
年
度
か
ら
森
林
環
境
税
の

　
　
　
　
　
　
賦
課
徴
収
始
ま
る

Topic5

大
隅
方
面
隊
北
分
団
・
財
部
方
面

隊
南
分
団　
　
　
消
防
車
を
更
新

※
繰
越
明
許
費
と
は
、
そ
の
年
度
内
に
支

出
が
終
わ
ら
な
い
見
込
み
の
あ
る
も
の

を
、
翌
年
度
に
繰
越
し
て
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
の
こ
と
で
す
。

1

国民健康保険税の後期高
齢者支援金等課税額に係
る課税限度額について引
き上げられました。

20 万円　　　　22 万円

2

新型コロナウイルス感染
症の影響により収入が減
少した被保険者等に係る
国民健康保険税の減免に
ついて。

令和４年度末に資格取得し
たこと等により，令和５年
度に納期限が到来する令和
４年度分の保険税について
は減免の対象です。

分団名 大隅方面隊
北分団

財部方面隊
南分団

品　名 水槽付小型動力
ポンプ積載車

水槽付小型動力
ポンプ積載車

種　類 ２ＷＤ・AT
1.5～2.0t

４WD・MT
1.5～3.0t

落札価格 2695万円 2700万5千円

落札者 ㈱鹿児島消防防災 ㈱鹿児島消防防災

落札率 99.58% 99.78%

2曽於市議会だより№ 73　令和 5年 8月 1日発行



議
案
第
43
号　

全
会
一
致　
可
決

歳
入
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
の
追
加
や
総
務
費
県
補
助
金

の
地
域
振
興
推
進
事
業
補
助
金
を

減
額
す
る
も
の
が
主
な
も
の
で
、

歳
出
は
、
経
済
対
策
配
布
型
商
品

券
事
業
の
第
5
弾
や
諏
訪
地
区
公

民
館
改
築
工
事
等
の
追
加
が
主
な

も
の
で
す
。

4
億
8
2
7
0
万
円
追
加

予
算
総
額　

2
7
0
億
3
5
9
8
万
円

　

総
務
常
任
委
員
会

（
岩
水 

豊
委
員
長
）

【
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

交
付
金
】

問　

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の

開
始
時
期
は
。

答　

令
和
6
年
2
月
か
ら
の
予
定

で
あ
る
。

【
県
の
地
域
振
興
推
進
事
業
補
助
金
】

問　

不
採
択
に
な
っ
た
こ
と
に
伴

う
今
後
の
対
応
策
は
。

答　

昨
年
度
か
ら
県
と
も
綿
密
に

打
合
せ
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
回

の
南
九
州
畜
産
獣
医
学
拠
点
周
辺

整
備
事
業
は
、
県
全
体
へ
の
波
及

効
果
が
薄
い
と
判
断
さ
れ
た
。
今

後
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
県
と

も
連
携
を
図
り
、
周
辺
整
備
事
業

に
関
し
て
は
、
活
用
で
き
る
補
助

事
業
が
な
い
か
等
、
よ
り
県
と
の

連
絡
を
密
に
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

【
個
人
番
号
カ
ー
ド
関
連
事
務
補

助
金
】

問　

本
市
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
率
は
。

答　

令
和
5
年
6
月
11
日
現
在
で

73
・
24
％
で
あ
る
。

　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
上
村 

龍
生
委
員
長
）

【
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
事
業
】

問　

新
し
く
整
備
さ
れ
る
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
全
体
事
業
費
と
財

源
内
訳
は
。

答　

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
諏
訪
地
区
公
民
館
改
築
工
事
】

意
見　

加
工
施
設
等
に
関
す
る
地

元
住
民
の
意
見
を
十
分
に
取
り
入

れ
た
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
九
日 

克
典
委
員
長
）

【
森
林
環
境
譲
与
税
事
業
】

問　

再
造
林
促
進
の
取
組
実
績
は
。

答　

令
和
4
年
度
の
本
市
の
森
林

伐
採
面
積
は
4
9
8
㏊
で
あ
り
、

再
造
林
面
積
は
3
0
4
㏊
で
、

61
％
の
実
績
で
あ
る
。

意
見　

民
間
の
伐
採
業
者
に
再
造

林
の
取
組
に
つ
い
て
推
進
、
啓
発

を
し
て
ほ
し
い
。

【
過
年
度
発
生
公
共
土
木
災
害
復

旧
事
業
】

問　

柿
木
上
・
石
之
脇
上
線
道
路

災
害
復
旧
付
帯
工
事
に
お
け
る
畑

か
ん
本
管
布
設
替
工
事
と
は
。

答　

東
部
土
地
改
良
区
と
の
協
議

に
よ
り
、
埋
設
管
迂
回
工
事
が
必

要
と
な
っ
た
た
め
、
今
回
の
予
算

計
上
に
至
っ
た
。
ま
た
、
水
利
用

の
関
係
で
6
月
以
降
に
工
事
に
着

工
す
る
よ
う
地
元
か
ら
要
望
が

あ
っ
た
。

議
案
第
50
号　

全
会
一
致　
可
決

条
件
付
き
一
般
競
争
入
札
に

よ
り
、
港
産
業
株
式
会
社
が

2
億
7
5
0
0
万
円
で
落
札
者
と

な
り
、
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

南九州畜産獣医学拠点のロゴマーク

Topic6

令
和
５
年
度

　
　
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

過疎対策
事業債 14億2,375万5,000円

国庫支出金 1億9,542万8,000円

一般財源 108万7,000円

全体事業費 16億2,027万円

Topic7

曽
於
市
ゆ
ず
搾
汁
セ
ン
タ
ー
搾
汁
機

械
設
備
増
設
工
事
請
負
契
約
締
結
へ

3 ☆本紙では、主な事柄を抜粋して掲載しております。



議
案
第
46
号　

全
会
一
致　
可
決

前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
並
び
に

令
和
4
年
度
の
介
護
給
付
費
及
び

地
域
支
援
事
業
等
の
精
算
に
よ
る

国
・
県
等
へ
の
償
還
金
や
一
般
会

計
へ
の
繰
出
金
の
増
が
主
な
も
の

で
す
。

２
億
5
1
5
2
万
円
追
加

予
算
総
額　

62
億
1
0
9
2
万
円

意
見　

今
回
、
２
億
数
千
万
円
の

剰
余
金
が
出
て
い
る
。
次
期
介
護

保
険
計
画
の
策
定
時
期
が
近
付
い

て
い
る
が
、
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

今
回
の
剰
余
金
の
活
用
を
含
め
た

計
画
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。

同
意
案
第
1
号
～
19
号

　

全
会
一
致　
同
意

新
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

陳
情
第
5・6
号　

全
会
一
致　
採
択

発
議
第
２
号　

全
会
一
致　
可
決

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

負
担
割
合
を
引
き
上
げ
る
こ
と
や

加
配
教
員
の
増
員
、
少
数
職
種
の

配
置
増
な
ど
を
主
な
内
容
と
す
る

陳
情
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

施
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

国
の
関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

政
治
倫
理
条
例
第
6
条
第
1
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
4
年
8

月
29
日
付
け
で
請
求
の
あ
っ
た
件

に
つ
い
て
、
政
治
倫
理
審
査
会
か

ら
令
和
5
年
6
月
16
日
に
議
長
に

対
し
て
審
査
結
果
の
報
告
が
あ
り
、

必
要
な
措
置
を
講
じ
た
の
で
、
そ

の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
型

端
末
を
運
用
す
る
中
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
こ
と
か
ら
、
規
程
等
の
改
正
に

向
け
た
検
討
を
行
う
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

曽
於
市
議
会
議
長　

久
長 

登
良
男

任期は令和５年７月 20 日から令和８年７月 19 日までの３年間です。

Topic8

令
和
５
年
度
介
護
保
険

　
　
特
別
会
計
補
正
予
算
を
可
決

Topic9

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

Topic10

将
来
を
担
う
子
供
た
ち
の

豊
か
な
学
び
を
保
障
す
る
た
め
に

提
出
先

・
衆
議
院
議
長
　
・
参
議
院
議
長

・
内
閣
総
理
大
臣
　
・
財
務
大
臣

・
総
務
大
臣
　
・
文
部
科
学
大
臣

末吉地区　８人 大隅地区　７人 財部地区　４人

山や
ま　
口ぐ

ち　
裕ひ

ろ　
之ゆ

き

三み　
嶋し

ま　
里り　
香か　
　
新

濵は
ま　
田だ　
　
　
實み

の
る

長な
が　
野の　
浩ひ

ろ　
子こ　
　
新

高た
か　
岡お

か　
俊と

し　
彦ひ

こ

末す
え　
永な

が　
美よ

し　
文ふ

み　
　
新

迫さ
こ　
　
　
将ま

さ　
嗣つ

ぐ

小こ　
島じ

ま　
文ふ

み　
哉や　
　
新

八や　
木ぎ　
　
　
強つ

よ
し

酒さ　
匂こ

う　
孝こ

う　
一い

ち

荻お
ぎ　
迫さ

こ　
純す

み　
明あ

き

大お
お　
口く

ち　
德の

り　
明あ

き

岩い
わ　
村む

ら　
秀ひ

で　
男お

伊い

地じ

知ち　
輝て

る　
男お

池い
け

之の

上う
え　
三み　
好よ

し

吉よ
し　
満み

つ　
忠た

だ　
吉よ

し

片か
た　
平ひ

ら　
敏と

し　
生お

柿か
き　

木の
き　

伸の
ぶ　

幸ゆ
き

小お　
倉ぐ

ら　
範の

り　
房ふ

さ

Topic11

曽
於
市
議
会
議
員

　
　
政
治
倫
理
審
査
会
結
果
報
告

１　審査請求の内容
　岩水豊議員を被審査議員として、審査請求代表者の土屋健一議員ほか３名の議員より、審査請求書が提出
された。内容は、当該議員が入院期間中に、議員活動で使用するために市から貸与されているタブレット型
端末で約137ギガバイトのデータ通信量を使用した行為が、政治倫理基準に違反する行為である疑いがある
という内容である。

２　審査結果
　当該議員は、上記行為があったことを認め、通信にかかる追加費用を自ら負担しているものの、当時の通
信内容がどのようなものであったかについては、当該議員の説明内容からは、明確に解明するには至らなかっ
た。しかしながら、今回のデータ通信量は、議員が議会活動において使用する想定の範囲（１台当たり月２
ギガバイト）を大きく超えていると言わざるを得ず、議会活動以外で使用したのではないかという市民の疑
惑も大きく、議員活動に使用したのか否かに関わらず、政治倫理基準「議員の品位と名誉を損なう行為により、
市民の議会に対する信頼を損ねないこと。」に違反する行為であるとの結論を得た。

３　措置
　市民からの議会に対する信頼を回復するため、当該議員より令和５年６月29日開催の曽於市議会全員協議
会の場で陳謝が行われた。

※この結果報告は、市のホームページでも御覧になれます。

4曽於市議会だより№ 73　令和 5年 8月 1日発行



第２回定例会で全会一致で可決された案件

議決結果一覧
久長議員は議長のため、表決には参加しない。
賛成「○」。賛成者のみを諮る表決方法であるため，賛成者以外

（反対者・態度保留者・棄権者等）は「●」としている。

議案　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議員名

山
中 

雅
人

出
水 

優
樹

瀬
戸
口
恵
理

矢
上　

弘
幸

片
田　

洋
志

重
久　

昌
樹

鈴
木　

栄
一

上
村　

龍
生

岩
水　

 

豊

渕
合 

昌
昭

今
鶴　

治
信

九
日　

克
典

土
屋　

健
一

原
田
賢
一
郎

山
田　

義
盛

大
川
内
冨
男

渡
辺　

利
治

迫　

杉
雄

徳
峰　

一
成

結　
果

議
案 第36号 曽於市税条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可

決

賛否が別れた案件

区分 議案番号 件　名

承認案

第 1 号 専決処分の承認を求めることについて
（曽於市税条例の一部改正）

第 2 号 専決処分の承認を求めることについて
（曽於市国民健康保険税条例の一部改正）

第 3 号 専決処分の承認を求めることについて
（曽於市介護保険条例の一部改正）

第 4 号 専決処分の承認を求めることについて
（令和４年度曽於市一般会計補正予算（第11号））

第 5 号 専決処分の承認を求めることについて
（令和５年度曽於市一般会計補正予算（第２号））

同意案 第1号～第19号 農業委員会委員の任命について

議　案

第35号 曽於市過疎地域持続的発展計画の変更について

第37号 曽於市家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部改正について

第38号
曽於市特定教育・保育施設及び特定地域型保
育事業の運営に関する基準を定める条例の一
部改正について

第39号
曽於市地域経済牽引事業の促進等による地域
における固定資産税の特別措置に関する条例
の一部改正について

第40号 曽於市上下水道事業の設置等に関する条例の
一部改正について

第41号 財産の取得について（大隅方面隊北分団消防車）

区分 議案番号 件　名

議　案

第42号 財産の取得について
（財部方面隊南分団消防車）

第43号 令和５年度曽於市一般会計補正予算（第３号）
について

第44号 令和５年度曽於市国民健康保険特別会計補正
予算（第１号）について

第45号 令和５年度曽於市後期高齢者医療特別会計補
正予算（第１号）について

第46号 令和５年度曽於市介護保険特別会計補正予算
（第１号）について

第47号 令和５年度曽於市生活排水処理事業特別会計
補正予算（第１号）について

第48号 令和５年度曽於市水道事業会計補正予算（第
１号）について

第49号 令和５年度曽於市公共下水道事業会計補正予
算（第１号）について

第50号 曽於市ゆず搾汁センター搾汁機械設備増設工
事請負契約の締結について

陳　情
第 5 号

義務教育費国庫負担制度負担率の引き上げを
はかるための、2024 年度政府予算に係る意
見書採択の要請について

第 6 号
ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはか
るための，2024 年度政府予算に係る意見書
採択の要請について

発　議 第 2 号 豊かな学びの実現・教職員定数の改善及び義
務教育国庫負担制度拡充に係る意見書

報告のあった案件
区分 番号 件　名

報　告

第 1 号 令和４年度曽於市一般会計予算繰越明許費繰越計算書の報告について

第 2 号 令和４年度曽於市一般会計予算事故繰越し繰越計算書の報告について

第 3 号 令和４年度曽於市水道事業会計予算繰越計算書の報告について

継続審査となった案件

陳情第７号
「インボイス制度実施中止を求める意見書」の採択を求める陳情は結論に達せず、継続審査と
なりました。

5 ☆定例会とは年 4 回定例的に開かれる会議で、曽於市では、3 月・6 月・9 月・12月に開催します。



市政を問う
一般質問とは議員が市政全般にわたり、市の考えを問うものです。

（　　）内は会派または政党名を記載しています。

一般質問
10名の議員登壇

◆ 令和 5 年 6 月20日

1 ．徳
とく

峰
みね

 一
かず

成
なり
（日本共産党）… ………………………………………………… P7

○市民のくらしを守る、物価高対策を　　○憲法９条を守る、市長の立ち位置を問う　
○農家や中小業者を廃業に追い込む、インボイス制度を問う

2 ．上
かみ

村
むら

 龍
たつ

生
お

 （創政会）… ……………………………………………………… P8
○災害対策　　○市財政関連・現金の流れ　　○市長の政治姿勢

3 ．迫
さこ

 杉
すぎ

雄
お

（無所属）……………………………………………………………… P9
○山中貞則顕彰館　　○教育振興　　

4 ．山
やま

中
なか

 雅
まさ

人
と

 （さくら会）… ……………………………………………………P10
○市長の政治姿勢　　○本市の外国人労働者への支援策

◆ 令和 5 年 6 月21日

5 ．片
かた

田
だ

 洋
ひろ

志
し

 （れいわ会）… ……………………………………………………P11
○若い世代の結婚・出産・子育ての希望を叶える施策　　○思いやりバス・タクシー
○スクールバスでの中学校への通学者

6 ．今
いま

鶴
づる

 治
はる

信
のぶ
（創志会）… ………………………………………………………P12

○市長の政治姿勢　　○道路行政

7 ．矢
や

上
がみ

 弘
ひろ

幸
ゆき

（れいわ会）… ……………………………………………………P13
○選挙の投票率　　○運転免許証の自主返納　　○パブリックコメント　
○チャレンジ・ザ・日本一「富士登山」　　※掲載以外の質問項目 ○弥五郎どんファンタジア

8 ．岩
いわ

水
みず

 豊
ゆたか
（新生会）………………………………………………………………P14

○曽於市学校給食センター施設整備事業　　○廃合した小中学校の活用

◆ 令和 5 年 6 月22日

9 ．渕
ふち

合
あい

 昌
まさ

昭
あき
（創志会）… ………………………………………………………P15

○諏訪地区農業研修センター加工調理室　　○ふるさと納税　　○子牛価格

10．瀬
せ

戸
と

口
ぐち

 恵
え

理
り
（さくら会）……………………………………………………P16

○こども政策の推進　　○手話の普及　　○男女共同参画
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問　

五
位
塚
市
政
の
物
価

支
援
策
を
聞
き
た
い
。

市
長　

1
人
5
0
0
0
円

の
商
品
券
、
非
課
税
世
帯

に
1
世
帯
3
万
円
を
提
案

し
た
い
。

問　

こ
の
二
つ
は
国
の
交

付
金
を
使
っ
て
お
り
、
他

の
市
町
村
も
み
ら
れ
る
。

内
容
が
少
な
い
の
で
は
な

い
か
。

市
長　

十
分
と
は
み
て
い

な
い
。

問　

東
串
良
町
は
独
自
の

財
源
で
、
全
世
帯
に
3
万

円
を
提
案
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
市
民
全
員
が
共
感

で
き
る
支
援
を
、
9
月
議

会
に
提
案
で
き
な
い
か
。

市
長　

今
後
、
見
極
め
て

検
討
し
た
い
。

憲
法
９
条
を
守
る
、

　
　
市
長
の
立
ち
位
置
を
問
う

問　

市
長
の
見
解
を
聞
き

た
い
。

市
長　

戦
後
日
本
が
戦
争

に
参
加
し
な
か
っ
た
こ
と

は
、
憲
法
9
条
が
あ
る
か

ら
と
思
っ
て
い
る
。

問　

9
条
改
正
に
つ
い
て
、

所
見
を
聞
き
た
い
。

市
長　

9
条
は
変
え
る
必

要
は
な
い
と
考
え
る
。

問　

市
は
令
和
3
年
か
ら

18
歳
と
22
歳
の
市
民
の
名

簿
を
自
衛
隊
に
提
供
し
て

い
る
。
以
前
は
閲
覧
に
よ

る
提
供
で
あ
っ
た
。

　
な
ぜ
、
名
簿
提
供
に
変

え
た
の
か
。

市
長　

検
討
の
結
果
、
全

国
ほ
と
ん
ど
が
行
っ
て
い

た
た
め
で
あ
る
。
来
年
度

か
ら
名
簿
提
供
を
希
望
し

な
い
方
は
尊
重
し
た
い
。

問　

名
簿
提
供
を
希
望
す

る
市
民
を
対
象
に
、
提
供

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

基
本
的
に
は
同
じ

考
え
で
あ
る
。

農
家
や
中
小
業
者
を
廃
業
に
追
い

込
む
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
問
う

問　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、

市
民
に
一
つ
で
も
利
点
が

あ
る
か
。

市
長　

メ
リ
ッ
ト
は
な
い
。

導
入
に
は
基
本
的
に
反
対

で
あ
る
。

税
務
課
長　

利
点
は
考
え

ら
れ
な
い
。

徳徳
と くと く

峰峰
みねみね

  一一
かずかず

成成
なりな り

（日本共産党）（日本共産党）

市民全員が共感できる
物価支援策を。

一般質問の録画

LinkQuestionQuestion

AnswerAnswer

市長／見極めて検討したい。

市
民
の
く
ら
し
を
守
る
、

　
　
　
　
　
　
物
価
高
対
策
を

ちょっと
ひとりごと

憲法９条を守る、
インボイス制度に
は反対の市長答弁

に共感します。

物価支援策に、財調基金の積極的活用を
－15基金の保有額は91億1千万円－

財政調整基金 20億１千万円
減債基金 ７億１千万円
地域福祉基金 ２億１千万円
ふるさと開発基金 13億２千万円
市立学校施設整備基金 ５億８千万円
青少年等育成基金 ８千万円
図書購入基金 １億３千万円
思いやりふるさと基金 19億３千万円
施設整備基金 ２千万円
まちづくり基金 14億３千万円
山中貞則顕彰記念事業基金 ８千万円
過疎地域持続的発展特別事業基金 ３億円
森林環境譲与税基金 ２千万円
宅地関連等災害復旧事業基金 ３千万円
南九州畜産獣医学拠点事業基金積立金 ２億円
全体基金残高 91億１千万円

資料；曽於市の15基金保有額
（令和５年５月31日現在。１千万円未満は切捨て）

7 ☆一般質問の掲載内容は、登壇議員本人の文責により質問と答弁を要約したものです。



問　

災
害
対
策
は
、
直
接

生
命
・
財
産
が
災
害
に
見

舞
わ
れ
る
と
、
そ
の
後
の

生
計
が
成
り
立
た
な
く
な

る
恐
れ
が
あ
る
大
変
重
要

な
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
る
と
、
災
害
対

策
関
連
の
組
織
編
成
の
中

の
危
機
管
理
監
の
存
在
は

大
な
る
も
の
が
あ
る
。
危

機
管
理
監
配
置
の
現
状
を

伺
う
。

総
務
課
長　

現
在
欠
員
と

な
っ
て
い
る
。

問　

今
後
の
予
定
は
。

総
務
課
長　

危
機
管
理
の

専
門
家
で
あ
る
自
衛
隊
・

警
察
・
消
防
等
か
ら
適
任

者
を
探
す
予
定
で
あ
る
。

市
財
政
関
連・現
金
の
流
れ

問　

国
・
県
か
ら
の
補
助

金
・
交
付
金
の
受
け
入
れ

と
支
払
い
に
時
期
が
ず
れ

て
、
支
払
時
の
現
金
不
足

が
生
じ
た
場
合
の
資
金
繰

り
を
伺
う
。

会
計
課
長　

一
般
会
計
・

特
別
会
計
間
で
相
互
の
繰

替
・
基
金
か
ら
の
繰
替
で

運
用
し
て
お
り
、
現
状
で

は
外
部
か
ら
の
一
時
借
入

は
必
要
な
い
。

市
長
の
政
治
姿
勢

問　

今
年
４
月
の
県
議
選

で
、
現
職
県
議
の
対
立
候

補
を
応
援
し
た
の
は
事
実

か
。

市
長　

事
実
で
あ
る
。

問　

選
挙
結
果
に
よ
っ
て

は
、
選
挙
後
の
市
政
運
営

に
影
響
が
あ
る
と
は
考
え

な
か
っ
た
か
。

市
長　

考
え
な
か
っ
た
。

問　

選
挙
期
間
中
の
市
長

発
言
で
、
末
吉
の
松
岡
救

急
ク
リ
ニ
ッ
ク
誘
致
や
他

の
補
助
事
業
誘
致
に
関
し

て
、
現
職
県
議
は
何
も
仕

事
を
し
て
い
な
い
と
の
発

言
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

　
実
際
は
松
岡
救
急
ク
リ

ニ
ッ
ク
理
事
長
へ
の
曽
於

市
へ
の
誘
致
に
関
す
る
説

得
や
県
へ
の
救
急
病
院
認

可
へ
の
働
き
か
け
、
さ
ら

に
そ
の
ほ
か
の
県
の
補
助

事
業
誘
致
に
つ
い
て
も
全

て
関
わ
っ
て
い
る
。
事
実

に
反
す
る
虚
偽
の
発
言
を

市
長
自
ら
行
っ
て
お
り
、

道
義
的
責
任
を
感
じ
な
い

か
。

市
長　

問
い
に
対
す
る
答

弁
無
し
。

災害対策の組織強化を。

一般質問の録画

Link QuestionQuestion

AnswerAnswer

市長／危機管理体制の充実を図る。

災
害
対
策

ちょっと
ひとりごと

災害は
忘れた頃に

やって来る !!

上上
かみかみ

村村
むらむら

  龍龍
たつたつ

生生
おお

（創政会）（創政会）

過去の災害現場

市民への安心安全
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問　

里
港
郷
と
の
国
際
交

流
促
進
覚
書
の
締
結
か
ら

友
好
都
市
協
定
を
結
ぶ
こ

と
に
つ
い
て
、
経
緯
を
十

分
に
考
慮
し
て
「
教
育
」

を
主
軸
に
据
え
て
進
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

山
中
貞
則
氏
の
関 

与
が
大
き
く
影
響
し
て
い 

る
が
、
教
育
だ
け
で
な
く
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
相
互
交

流
を
実
現
さ
せ
、
友
好
な

関
係
を
構
築
す
る
。

問　

里
港
郷
か
ら
の
訪
問 

団
や
全
国
か
ら
の
来
場
者 

に
対
し
て
顕
彰
館
周
辺
は 

常
時
環
境
整
備
が
必
要
だ 

が
、
地
域
と
の
連
携
は
考

え
て
い
な
い
の
か
。

市
長　

訪
問
団
が
来
ら
れ

る
11
月
3
日
の
弥
五
郎
ど

ん
祭
り
ま
で
に
は
と
考
え

て
い
る
。
全
国
か
ら
来
訪

者
が
増
加
し
た
場
合
を
考

え
協
議
し
た
い
。

教
育
振
興

問　

鶴
岡
市
と
の
青
少
年 

の
交
流
、
シ
ア
ト
ル
研
修

と
連
動
さ
せ
る
事
等
、
里

港
国
民
学
校
と
の
「
か
ご

し
ま
グ
ロ
ー
バ
ル
ク
ラ
ス

ル
ー
ム
事
業
」
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
て

い
る
か
。

教
育
長　

県
の
事
業
は
制 

約
も
多
い
た
め
、
本
市
と 

し
て
は
独
自
に
青
少
年
交 

流
を
進
め
て
ま
い
り
た 

い
。
そ
の
際
、
交
流
相
手 

と
な
る
の
は
里
港
国
民
学

校
を
含
め
た
台
湾
の
学
校 

を
想
定
し
て
い
る
。

問　
「
そ
お
ぐ
る
み
教
育
」

を
目
指
し
、
自
律
（
わ
が

こ
と
）・
共
感
（
そ
お
そ

お
）
は
、
今
後
ど
の
よ
う

に
展
開
さ
れ
、
児
童
・
生

徒
た
ち
の
今
と
未
来
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

教
育
長　

教
育
委
員
会
は 

曽
於
の
宝
で
あ
る
子
ど
も

た
ち
が
曽
於
を
愛
し
、
曽

於
の
未
来
を
担
う
大
人
に

な
る
こ
と
を
目
指
し
て 

「
そ
お
ぐ
る
み
教
育
」
を

展
開
し
て
い
く
。

問　

本
市
独
自
の
教
育
振 

興
等
に
関
す
る
宣
言
看
板 

を
立
て
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

教
育
長　

宣
言
看
板
に
つ 

い
て
は
、
生
涯
学
習
の
観 

点
か
ら
必
要
性
に
つ
い
て 

検
討
す
る
。

里港郷との友好都市協定は
「教育」を主軸に据えて。

一般質問の録画

LinkQuestionQuestion

AnswerAnswer
市長／相互交流を実現させ
　　　友好な関係を構築する。

山
中
貞
則
顕
彰
館

ちょっと
ひとりごと

教育は人生の宝だ
人づくりが

まちづくりに
なるよ

山中貞則先生の墓所の桜

迫迫
さ こさ こ

  杉杉
すぎすぎ

雄雄
おお

（無所属）（無所属）

先生が命名した顕彰館前の報
※

効橋
（昭和43年 5 月設置）

※
報
効
と
は
功
績
を
あ
げ
、
人
か

ら
受
け
た
恩
に
報
い
る
こ
と
、

恩
返
し
を
意
味
し
ま
す
。

9 ☆一般質問とは議員が市政全般にわたり市の考えを問うものです。



問　

県
議
へ
連
絡
や
相
談

を
し
な
か
っ
た
こ
と
は
事

実
か
。

大
休
寺
副
市
長　

県
の
方

に
救
急
病
院
誘
致
の
要
望

書
を
届
け
る
た
め
、
当
然

事
前
に
県
議
に
は
伝
え
て

あ
る
。

問　

救
急
病
院
と
は
別
に
、

県
議
会
議
員
選
挙
の
際
に

市
長
室
に
来
な
い
人
は
予

算
を
獲
得
で
き
な
い
と
す

る
発
言
を
し
て
い
る
が
事

実
か
。

企
画
政
策
課
長　

地
域
振

興
事
業
の
特
別
枠
な
ど
で

は
副
市
長
を
は
じ
め
、
市

長
、
地
元
県
議
と
も
十
分

な
意
思
疎
通
を
行
っ
て
お

り
、
担
当
課
と
し
て
情
報

共
有
が
で
き
て
い
な
い
と

い
う
認
識
は
無
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。

問　

副
市
長
・
担
当
課
は

と
も
に
情
報
共
有
を
し
て

い
た
と
言
っ
て
い
る
が
、

な
ぜ
こ
の
問
題
が
起
こ
っ

た
の
か
。

市
長　

県
議
が
予
算
を
獲

得
し
た
と
い
う
な
ら
、
一

般
質
問
を
し
た
り
情
報
交

換
を
す
べ
き
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

問　

県
議
会
の
一
般
質
問

で
、
地
域
振
興
事
業
に
つ

い
て
曽
於
市
の
よ
う
な
面

積
が
広
く
人
口
の
少
な
い

地
域
向
け
の
予
算
枠
拡
大

を
訴
え
て
い
る
こ
と
を
認

識
し
て
い
た
か
。

市
長　

県
議
の
行
動
に
つ

い
て
市
が
全
て
把
握
で
き

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
今

後
は
ト
ン
ネ
ル
事
業
な
ど

で
お
願
い
で
き
る
所
は
お

願
い
し
て
い
き
た
い
。

本
市
の
外
国
人
労
働
者
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
援
策

問　

令
和
4
年
3
月
議
会

に
て
外
国
人
施
策
に
つ
い

て
質
問
し
た
際
、
総
合
振

興
計
画
に
盛
り
込
む
旨
の

発
言
が
あ
っ
た
が
進
捗
は
。

企
画
政
策
課
長　

現
在
の

計
画
が
令
和
7
年
度
ま
で

と
な
る
た
め
、
改
正
に
向

け
た
評
価
分
析
作
業
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

意
見　

今
回
市
長
の
答
弁

拒
否
に
よ
っ
て
、
そ
の
対

応
の
た
め
、
議
会
運
営
委

員
会
の
開
催
で
議
事
が
40

分
近
く
止
ま
っ
て
し
ま
っ

た
。
本
市
は
事
前
通
告
制

を
取
っ
て
お
り
、
執
行
部

が
答
弁
を
し
な
い
、
で
き

な
い
場
合
は
事
前
に
議
長

な
い
し
議
会
事
務
局
に
連

絡
す
る
よ
う
強
く
求
め
る

も
の
で
あ
る
。

松岡救急病院誘致に地元の県
議会議員は関わっていないと
強く否定した理由は。

一般質問の録画

Link

AnswerAnswer
市長／私たちに全く連絡や相談が
　　　なかったからである。

市
長
の
政
治
姿
勢

ちょっと
ひとりごと

市長は公平な住民
サービスの提供者
過度な選挙戦への
関わりは慎んで！

山山
やまやま

中中
なかなか

  雅雅
まさま さ

人人
とと

（さくら会）（さくら会）

QuestionQuestion

選挙には中立で
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問　

令
和
4
年
度
か
ら
過

去
5
年
間
の
婚
姻
届
提
出

数
は
何
件
か
。

市
長　

次
の
と
お
り
で
あ

る
。

問　

婚
姻
届
提
出
数
の
増

加
を
期
待
す
る
中
で
、
婚

活
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
予
定

で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に

新
た
に
考
え
て
い
る
施
策

が
あ
る
か
。

市
長　

今
年
度
は
、
市
が

行
う
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
２

回
か
ら
3
回
に
増
や
し
、

出
会
い
の
機
会
を
増
や
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

結
婚
後
は
、
結
婚
新
生

活
支
援
事
業
と
し
て
、

引
っ
越
し
費
用
、
家
賃
補

助
を
新
た
に
行
っ
て
い
る
。

問　

超
少
子
化
時
代
が
進

む
中
、
国
も
異
次
元
の
対

策
を
講
じ
る
と
の
報
道
も

出
て
い
る
が
、
曽
於
市
の

出
産
祝
い
金
に
も
っ
と
支

援
の
検
討
を
す
る
な
ど
他

の
自
治
体
に
な
い
政
策
を

考
え
て
い
る
か
。

市
長　

具
体
案
は
な
い
。

来
年
度
か
ら
の
支
給
に
つ

い
て
、
他
の
自
治
体
を
参

考
に
祝
い
金
の
検
討
を
し

て
い
く
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
の
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
へ
の
通
学
者

問　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用

者
以
外
の
家
庭
か
ら
利
用

に
つ
い
て
問
合
せ
が
あ
っ

た
か
。

教
育
長　

令
和
5
年
6
月

13
日
に
柳
迫
校
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
、
柳
迫
子

ど
も
見
守
り
隊
、
簑
原
自

治
会
の
連
名
で
要
望
書
が

提
出
さ
れ
た
。

問　

柳
迫
の
簑
原
地
域
は
、

財
部
小
学
校
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
送
迎
を
目
の
当
た
り

に
す
る
と
不
公
平
を
感
じ

て
い
る
が
。

市
長　

不
公
平
感
が
あ
る

の
は
承
知
し
て
い
る
。
そ

の
他
の
地
域
の
問
題
も
あ

る
の
で
、
結
論
が
出
て
い

な
い
が
検
討
し
て
い
く
。

片片
かたかた

田田
だだ

  洋洋
ひろひろ

志志
しし

（れいわ会）（れいわ会）

若い世代の結婚・出産・
子育ての希望を叶える施策は。

一般質問の録画

LinkQuestionQuestion

AnswerAnswer
市長／今年度から結婚新生活支援事業を
　　　行っている。（要件あり）

若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
の
希
望
を
叶
え
る
施
策

ちょっと
ひとりごと

自慢できる
曽於市を！

年度 婚姻届け提出数
平成30年度 88件
令和元年度 88件
令和 2 年度 94件
令和 3 年度 83件
令和 4 年度 73件

結婚新生活支援事業の概要
対 象 以下の要件を全て満たす方
婚姻日要件 令和 5 年 3 月 1 日～令和 6 年 3 月31日
所 得 要 件 世帯所得500万円未満
年 齢 要 件 夫婦ともに婚姻日時点の年齢が39歳以下

補助上限額 夫婦ともに29歳以下の世帯… 1 世帯あたり上限60万円
それ以外の世帯… 1 世帯あたり上限30万円

曽於市出産祝い金
第一子 1万円
第二子 1万円
第三子 10万円

※申請を検討されている場合は、事前に企画政策課（0986-76-8802）まで
　お問い合わせください。

11 ☆議員が議案について賛成・反対の意思表示をすることを ｢表決｣ といいます。



問　

現
職
の
地
元
選
出
県

議
会
議
員
は
、
自
民
党
県

議
団
会
長
で
あ
る
が
、
新

人
候
補
を
支
持
し
た
真
意

は
。

市
長　

新
人
候
補
は
、
市

議
会
議
員
時
代
に
私
の
市

政
運
営
に
協
力
し
て
も

ら
っ
て
い
た
の
で
支
援
し

た
。

問　

松
岡
救
急
ク
リ
ニ
ッ

ク
分
院
の
誘
致
の
件
で
は
、

地
元
県
議
が
、
市
民
の
命

に
関
わ
る
救
急
医
療
の
必

要
性
に
つ
い
て
県
医
療
審

議
会
メ
ン
バ
ー
を
そ
れ
ぞ

れ
説
得
し
た
こ
と
で
、
最

終
的
に
県
知
事
の
特
例
措

置
で
誘
致
で
き
た
と
聞
い

て
い
る
。
市
長
・
副
市
長

は
、
県
医
療
審
議
会
の
メ

ン
バ
ー
を
把
握
し
て
い
る

か
。

市
長
・
大
休
寺
副
市
長

把
握
し
て
い
な
い
。

問　

南
九
州
畜
産
獣
医
学

拠
点
施
設
の
整
備
に
当
た

り
、
県
有
地
の
財
部
高
校

跡
地
の
無
償
譲
渡
を
受
け

る
た
め
、
地
元
県
議
に
相

談
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

八
木
副
市
長　

早
期
実
現

の
た
め
、
地
元
県
議
に
相

談
し
た
。

問　

新
地
公
園
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
場
の
建
設
の

県
補
助
に
つ
い
て
相
談
し

た
こ
と
が
あ
る
か
。

八
木
副
市
長　

県
大
隅
振

興
局
内
の
曽
於
市
に
関
わ

る
事
業
に
つ
い
て
は
、
必

ず
全
て
地
元
県
議
に
説
明

し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
、
県
の
そ
れ
ぞ

れ
の
担
当
課
か
ら
も
言
わ

れ
て
い
る
。

道
路
行
政

問　

市
道
沿
い
の
山
林
伐

採
に
よ
る
危
険
箇
所
の
対

応
は
。

市
長　

交
通
安
全
施
設
整

備
事
業
に
よ
り
危
険
箇
所

の
防
護
柵
設
置
を
進
め
て

い
る
が
、
山
林
伐
採
で
発

生
し
た
危
険
箇
所
を
全
て

把
握
す
る
こ
と
は
、
難
し

い
状
況
で
あ
る
。
今
後
も

パ
ト
ロ
ー
ル
や
住
民
通
報

な
ど
で
危
険
箇
所
を
把
握

し
、対
策
を
実
施
し
て
い
く
。

問　

市
道
沿
い
の
木
が
伐

採
さ
れ
、
危
険
箇
所
が
か

な
り
増
え
て
い
る
。
防
護

柵
等
設
置
の
た
め
の
予
算

を
増
や
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

市
長　

現
状
を
把
握
し
て

必
要
が
あ
れ
ば
、
予
算
を

増
や
す
。

問　
街
路
樹
の
イ
ヌ
マ
キ

の
害
虫
対
策
は
。

市
長　

市
で
管
理
し
て
い

る
街
路
樹
の
イ
ヌ
マ
キ
は

4
7
3
本
で
あ
る
。
そ
の

う
ち
枯
れ
た
イ
ヌ
マ
キ
は

3
本
だ
っ
た
が
補
植
し
た
。

年
2
回
、
管
理
委
託
業
者

が
、
害
虫
対
策
と
し
て
薬

剤
散
布
を
行
っ
て
い
る
。

鹿児島県医療審議会の
メンバーを把握しているか。

一般質問の録画

Link

AnswerAnswer
市長／医療審議会のメンバーについては
　　　把握していない。

市
長
の
政
治
姿
勢

ちょっと
ひとりごと

曽於市発展のため
市長・県議は、
意思の疎通を

願う！

今今
いまいま

鶴鶴
づるづる

  治治
はるはる

信信
のぶのぶ

（創志会）（創志会）

南九州畜産獣医学拠点施設

QuestionQuestion

12曽於市議会だより№ 73　令和 5年 8月 1日発行



問　

期
日
前
投
票
を
す
る

人
に
対
し
て
、
選
挙
公
報

が
来
る
の
が
遅
い
。
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
早
く
閲

覧
で
き
な
い
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

選
挙
公
報
が
届
い
た
ら
、

期
日
前
投
票
所
に
置
い
て

い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
閲
覧
は
実
施
し
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
の
で
検
討

し
た
い
。

提 

案　

投
票
率
の
上
位

5
箇
所
の
公
民
館
に
補
助

金
を
交
付
す
る
よ
う
に
す

れ
ば
、
近
隣
の
住
民
を

誘
っ
て
選
挙
に
行
く
よ
う

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
補
助
金
を
自
治
会
の

活
動
資
金
に
充
て
れ
ば
、

出
席
率
も
上
が
り
、
自
治

会
を
辞
め
る
人
も
減
る
の

で
は
な
い
か
。

市
長　

担
当
課
や
選
挙
管

理
委
員
会
も
含
め
て
今
後

検
討
し
た
い
。

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納

問　

思
い
や
り
バ
ス
や
思

い
や
り
タ
ク
シ
ー
が
都
城

ま
で
行
け
る
よ
う
に
な
ら

な
い
か
。

企
画
政
策
課
長　

思
い
や

り
タ
ク
シ
ー
は
曽
於
市
管

内
だ
け
だ
が
、
近
隣
の
市

を
回
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
ぞ
れ
の
市
、
議
会
の
承

認
等
が
必
要
で
あ
る
。

問　

皮
膚
科
や
眼
科
が
医

師
会
立
病
院
で
週
に
一
回
、

半
日
し
か
診
察
時
間
が
な

い
。
都
城
の
病
院
ま
で
タ

ク
シ
ー
で
行
く
と
、
診
察

料
よ
り
タ
ク
シ
ー
代
の
方

が
高
く
つ
く
。
思
い
や
り

タ
ク
シ
ー
で
都
城
の
病
院

を
回
れ
な
い
か
。

市
長　

希
望
者
が
ど
れ
だ

け
あ
る
か
ア
ン
ケ
ー
ト
等

を
含
め
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

問　

計
画
書
案
が
1
0

0
ペ
ー
ジ
も
あ
る
と
、

読
む
の
に
時
間
が
か
か
り

す
ぎ
る
。
動
画
等
で
解
説

で
き
な
い
か
。

企
画
政
策
課
長　

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
そ
れ
ぞ
れ
の
支

所
で
現
物
を
閲
覧
で
き
る

状
況
だ
が
、
今
後
に
つ
い

て
は
様
々
な
方
向
で
検
討

し
て
い
き
た
い
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
日
本
一

　
　
　
　
　
　
　
「
富
士
登
山
」

問　

募
集
を
し
な
か
っ
た

理
由
は
。

教
育
長　

当
初
の
事
業
目

的
を
達
成
し
て
い
る
と
判

断
し
、
事
業
を
廃
止
し
た
。

問　

国
会
議
事
堂
の
見
学

も
あ
る
。
山
中
貞
則
顕
彰

館
も
あ
り
、
相
乗
効
果
で

学
習
意
欲
に
も
繋
が
り
、

ま
た
選
挙
に
も
興
味
を
持

つ
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

富
士
山
は
天
候

に
左
右
さ
れ
、
登
れ
な

か
っ
た
り
す
る
。
ま
た
全

員
が
登
り
き
れ
る
わ
け
で

は
な
い
。
体
験
型
は
屋
久

島
登
山
も
あ
る
の
で
、
鶴

岡
市
の
交
流
学
習
に
切
り

替
え
た
。

思いやりバス・思いやりタクシー
で都城の病院を回れないか。

一般質問の録画

LinkQuestionQuestion

AnswerAnswer

選
挙
の
投
票
率

ちょっと
ひとりごと

年齢を重ねると
病院通いが多く

なるんです。

矢矢
やや

上上
がみがみ

  弘弘
ひろひろ

幸幸
ゆきゆき

（れいわ会）（れいわ会） 市長／
希望者がどれだけあるか
アンケート等を含めて検討して
いきたい。

曽於市内を回る思いやりタクシー

13 ☆一般質問の質問時間は、答弁を含まず50分以内です。



問　

隣
接
す
る
道
路
整
備

計
画
は
、
特
に
北
側
の
狭

い
道
路
拡
幅
を
望
む
が
。

市
長　

改
良
の
計
画
は
な
い
。

問　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建

物
の
配
置
を
少
し
調
整
す

る
だ
け
で
、
隣
接
す
る
部

分
の
道
路
用
地
を
確
保
で

き
る
と
思
う
が
。

土
木
課
長　

現
在
造
成
工

事
を
発
注
済
み
で
あ
る
が
、

住
民
の
要
望
に
応
え
ら
れ

る
か
協
議
中
で
あ
る
。

問　

道
路
用
地
だ
け
で
も

確
保
し
て
お
く
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

市
長　

新
し
い
施
設
が
で

き
る
の
で
、
対
応
し
て
い

き
た
い
。

問　

旧
末
吉
農
業
改
良
普

及
所
の
建
物
は
老
朽
化
し

て
お
り
、
白
ア
リ
の
発
生

や
雨
漏
り
も
あ
る
た
め
、

給
食
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
衛

生
管
理
上
に
も
問
題
が
あ

る
。
操
業
ま
で
に
は
解
体

整
備
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

市
長　

私
も
同
じ
考
え
で

あ
る
。
県
と
土
地
交
換
時

に
取
壊
し
に
つ
い
て
10
年

間
の
制
限
が
あ
り
、
再
度

県
と
協
議
し
て
対
応
し
て

い
き
た
い
。

意
見　

現
状
を
見
て
判
断

す
べ
き
で
あ
る
。
倉
庫
と

し
て
使
え
る
建
物
で
は
な

い
。
早
急
な
取
壊
し
で
、

周
辺
の
環
境
整
備
を
望
む
。

廃
合
し
た
小
中
学
校
の
活
用

問　

廃
合
し
た
小
中
学
校

の
活
用
状
況
は
。

市
長　

次
の
と
お
り
で
あ

る
。

問　

今
後
の
活
用
計
画
は
。

市
長　

校
舎
の
3
校
は
引

き
続
き
活
用
す
る
が
、
残

り
の
6
校
は
取
壊
し
を
検

討
し
て
い
る
。

　

体
育
館
の
4
校
は
活
用
、

3
校
は
解
体
を
検
討
、
す

で
に
2
校
は
解
体
済
み
で

あ
る
。

問　

廃
校
の
管
理
に
差
が

あ
る
よ
う
で
あ
る
。
利
用

目
的
を
明
確
に
し
、
廃
校

施
設
活
性
化
補
助
金
の
適

正
な
運
用
を
望
む
。

市
長　

地
域
が
管
理
す
る

か
、
市
が
管
理
す
る
か
に

よ
る
。

給食センター建設に
ついては。

一般質問の録画

Link

AnswerAnswer

市長／令和６年９月稼働開始。

曽
於
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
施
設
整
備
事
業

ちょっと
ひとりごと

給食センターは、
建物だけが衛生
的でも周囲の環
境整備も重要。

隣接する道路

老朽化が進んでいる倉庫

岩岩
いわいわ

水水
みずみず

  豊豊
ゆたかゆたか

（新生会）（新生会）

令和 5 年 4 月 1 日現在、廃合した小中学校は 9 校

貸付け 一部
貸付け

地域の
活動の場

別の施設
として
検討

避難所 未利用 解体
済み

校　舎 ２施設 １施設 １施設 １施設 ４施設
体育館 ４施設 １施設 ２施設 ２施設
運動場 ３施設 ４施設 ２施設

QuestionQuestion
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問　

加
工
調
理
室
の
過
去

５
年
間
の
利
用
状
況
は
。

市
長　

次
の
と
お
り
で
あ

る
。

問　

諏
訪
公
民
館
建
設
の

話
合
い
は
、
い
つ
し
た
の

か
。

市
長　

令
和
2
年
12
月
24

日
に
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

改
築
工
事
の
要
望
書
が
提

出
さ
れ
た
。

問　

諏
訪
地
区
の
住
民
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
な

か
っ
た
理
由
は
。

市
長　

諏
訪
校
区
公
民
館

か
ら
諏
訪
地
区
農
業
研
修

セ
ン
タ
ー
改
築
工
事
の
要

望
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

諏
訪
地
区
の
市
民
の
方
々

の
総
意
と
受
け
止
め
、
ア

ン
ケ
ー
ト
は
実
施
し
て
い

な
い
。

問　

諏
訪
研
修
セ
ン
タ
ー

で
使
っ
て
い
た
み
そ
の
機

械
は
、
現
在
ど
こ
に
保
管

し
て
い
る
の
か
。

農
政
課
長　

末
吉
総
合
セ

ン
タ
ー
に
保
管
し
よ
う
と
検

討
し
た
が
、
機
械
が
入
ら
な

か
っ
た
の
で
処
分
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
現

状
に
つ
い
て
、
過
去
3
年

間
の
実
績
は
。

市
長　

次
の
と
お
り
で
あ

る
。

問　

以
前
、
市
長
が
う
な

ぎ
を
加
工
す
る
企
業
の
誘

致
を
進
め
て
い
く
と
答
弁

が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の

進
捗
状
況
は
。

市
長　

う
な
ぎ
の
加
工
を

す
る
企
業
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
中
の
立
地
協
定
の

締
結
に
向
け
て
協
議
を
重

ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

子
牛
価
格

問　

過
去
3
年
間
の
和
牛

農
家
数
の
各
町
ご
と
の
推

移
は
。

市
長　

表
１
の
と
お
り
で

あ
る
。

問　

過
去
３
年
間
分
の
５

月
セ
リ
市
の
平
均
価
格
は
。

市
長　

表
２
の
と
お
り
で

あ
る
。

問　

畜
産
業
に
対
す
る

国
・
県
か
ら
の
補
助
金
等

は
。

市
長　

全
国
の
子
牛
平
均

価
格
が
保
証
基
準
価
格
の

55
万
6
千
円
を
下
回
っ
た

場
合
に
発
動
さ
れ
る
「
肉

用
子
牛
生
産
者
補
給
金
制

度
」
と
、
今
回
新
規
事
業

と
し
て
、
子
牛
平
均
価
格

が
60
万
円
を
下
回
っ
た
場

合
に
差
額
の
4
分
の
3
が

交
付
さ
れ
る
「
和
子
牛
生

産
者
臨
時
経
営
支
援
事

業
」
が
あ
る
。

渕渕
ふちふち

合合
あいあい

  昌昌
まさま さ

昭昭
あきあき

（創志会）（創志会）

諏訪地区農業研修センター
加工調理室については。

一般質問の録画

LinkQuestionQuestion

AnswerAnswer
市長／諏訪校区公民館から改築工事の
　　　要望があった。

諏
訪
地
区
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
加
工
調
理
室

ちょっと
ひとりごと

新しい諏訪地区
公民館では

みそは作れない。

年度 人数
平成30年度 1,692人
令和元年度 1,783人
令和２年度 1,372人
令和３年度 1,378人
令和４年度 1,299人

年度 寄附金額
令和２年度 20億4,984万7,542円
令和３年度 16億2,353万4,800円
令和４年度 15億4,160万9,250円

表 1
年 末吉町 大隅町 財部町

令和３年 416戸 213戸 160 戸
令和４年 394 戸 193戸 150 戸
令和５年 359 戸 175戸 134 戸

表 2
年 総平均価格

令和３年 75万7,000円
令和４年 65万2,000円
令和５年 56万8,000円

15 ☆曽於市議会ではインターネットによるライブ中継や録画放送を行っています。



問　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食

は
。

教
育
長　

現
状
は
厳
し
い

が
、
給
食
セ
ン
タ
ー
新
設

を
契
機
に
、
全
国
の
取
組

を
少
し
ず
つ
取
り
入
れ
る

こ
と
を
検
討
し
た
い
。

問　

校
則
は
。

教
育
長　

校
長
が
実
態
や

子
ど
も
と
保
護
者
の
意
見

を
踏
ま
え
て
今
年
度
中
に

見
直
し
を
図
り
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
公
表
す
る
。

学
校
管
理
規
則
も
見
直
す
。

問　

曽
於
市
教
育
セ
ン

タ
ー
は
。

教
育
長　

①
教
職
員
の
研

修
機
関
、
②
児
童
生
徒
や

保
護
者
の
相
談
機
能
、
③

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
の
助

言
を
得
る
3
つ
の
機
能
を

担
う
。

問　

児
童
が
困
り
ご
と
を

抱
え
て
い
て
担
任
や
管
理

職
に
相
談
し
に
く
い
状
況

も
あ
る
の
で
は
。

教
育
長　

現
場
に
い
た
頃

か
ら
学
級
担
任
制
に
問
題

を
感
じ
て
お
り
、
全
国
的

に
い
じ
め
や
不
登
校
の
引

き
金
と
な
る
場
合
も
あ
る
。

複
数
で
見
守
る
チ
ー
ム
担

任
制
も
あ
る
が
小
さ
い
学

校
で
は
難
し
く
、
先
生
の

意
識
改
革
や
相
談
し
や
す

い
環
境
整
備
を
行
う
。

手
話
の
普
及

問　

手
話
言
語
条
例
を
制

定
し
た
市
と
し
て
取
組
は

十
分
か
。

市
長　

十
分
と
は
思
っ
て

い
な
い
。
努
力
し
た
い
。

問　

全
日
本
ろ
う
あ
連
盟

創
立
70
周
年
記
念
映
画

「
咲え

む
」
の
上
映
を
検
討

で
き
な
い
か
。

市
長　

上
映
で
き
る
よ
う

に
今
後
詰
め
て
い
き
た
い
。

問　

指
文
字
表
の
市
報
掲

載
や
学
校
を
含
む
公
共
施

設
等
へ
の
掲
示
は
。

市
長　

ろ
う
あ
者
と
市
民

が
手
話
を
通
じ
て
交
流
す

る
こ
と
は
大
事
。
掲
載
や

掲
示
を
行
い
た
い
。

学
校
教
育
課
長　

福
祉
・

人
権
教
育
に
と
っ
て
大
切
。

今
年
度
は
9
校
で
手
話
学

習
活
動
を
行
い
、
ポ
ス

タ
ー
掲
示
も
後
押
し
す
る
。

男
女
共
同
参
画

問　

今
後
の
取
組
は
。

市
長　

市
民
一
人
ひ
と
り

の
意
識
を
高
め
る
啓
発
活

動
に
努
め
る
。

問　

女
性
が
働
き
や
す
い

環
境
は
男
女
と
も
に
子
育

て
し
や
す
い
環
境
に
繋
が

る
。
第
2
次
曽
於
市
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
各
課

の
取
組
は
。

市
長　

新
任
課
長
も
含
め

て
、
各
課
へ
見
直
し
や
取

組
の
検
討
を
指
導
す
る
。

出産祝い金の
第１子・第２子への増額は。

一般質問の録画

Link

AnswerAnswer

市長／

こ
ど
も
政
策
の
推
進

ちょっと
ひとりごと

子どもも、障がいの
ある方も、女性も。

みんなが安心して暮ら
せるまちがいいな♪

今年度より第１子・第２子へ各１万円の支給を
始めたが少ないと思う。
せめて第１子３万円、第２子５万円となるよう
財政をみて検討したい。

いちき串木野市の串木野庁舎、
福祉課の窓口

瀬瀬
せせ

戸戸
とと

口口
ぐちぐち

  恵恵
ええ

理理
りり

（さくら会）（さくら会）

曽於市のホームページにも
掲載されている

QuestionQuestion
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調査地…三重県津市・奈良県葛城市
調査事項…
〇公共施設等総合管理計画
〇ＡＩを活用した相談システム

調査期間…
令和５年５月17日（水）～19日（金）３日間
　津市では、平成28年度に公共施設の総合管理計画が策定されており、計画による取組実績の一つ
で、学校法人と市民団体による小学校の廃校舎を有効活用した事例である「旧大井小学校」の現地
視察を行いました。小学校跡地を活用した狭

※

域通信制高校である一
いち

志
し

学園高等学校の誘致と成功事
例は大変参考になり、不登校等の課題を抱えた生徒を対象にした全日型通信制教育制度を教育関係
者の熱意により実現させていたことに、教育関係者の熱い思いを感じました。
　葛城市では、GIGA スクールにより整備された児童・生徒向けのタブレットに、同市のマスコッ
トキャラクターとＡＩを活用した相談システム「蓮花（れんか）のＡＩ相談室」を令和４年度から
導入されており、導入の経緯やその運用状況について調査を行いました。導入後は日常生活からの
課題発見、相談件数の増につながり、相談者の裾野の広がりを感じているとのことでした。
　不登校や引きこもりは、本市に限らず全国的に多く見られるため、本市にとっても優良事例とし
て大変参考になりました。

文教厚生常任委員会閉会中所管事務調査報告

調査事項・調査地…
〇曽於市春季畜産品評会…末吉畜産指導センター・
　曽於中央家畜市場・財部畜産指導センター
〇曽於地区春季畜産共進会…曽於中央家畜市場

調査期間…
〇令和５年４月13日（木）・14日（金）
　17日（月）３日間（曽於市春季畜産品評会）
〇令和５年５月12日（金）
　１日間（曽於地区春季畜産共進会）
　地区別の出品頭数は、末吉地区30頭、大隅地区23頭、財部地区22頭で、曽於地区春
季畜産共進会への出品牛が36頭選考されました。
　曽於地区春季畜産共進会は、そお鹿児島農協とあおぞら農協の共催で、旧曽於郡 8
町から出品された96頭で競われました。審査の結果、本市関係分においては、肉用牛
1 部（12か月齢未満）で 6 頭が最優秀賞、肉用牛 2 部（13～19か月齢）で 8 頭が最優
秀賞、肉用牛 3 部（父系群）（3 頭 1 組）では、最優秀賞 1 席に末吉町の出品牛 3 頭が
選ばれ、最優秀賞 4 席にも大隅町の出品牛 3 頭が選ばれました。
　出品牛全体の種雄牛別では、華忠良23頭（24％）、秀幸福15頭（15.6％）、夏百合13
頭（13.5％）が出品頭数の53.1％を占めております。
　現在、飼料・肥料・資材高騰の厳しい経営環境の中、生産農家の生産意欲に対する
熱意を感じ、更なる畜産振興に努力されることを期待するものであります。

産業建設常任委員会閉会中所管事務調査報告

「蓮花（れんか）の AI 相談室」キャラクターの蓮花ちゃん

※狭域通信制高校とは、入学できる生徒の住所が通信制高校がある都道府県とその隣の１つの
都道府県に限られている通信制高校のことです。

曽於市春季畜産品評会（大隅地区）

17 ☆議会中継をパソコンやスマートフォン、タブレット等で視聴できます。



令和４年度
政務活動費収支報告一覧表

令和４年４月～令和５年３月分
会派名又は議員名 新生会 創志会 創政会 そお幸喜会 無所属自由クラブ れいわ会 徳峰一成 議員 計

人 数 2 人 2 人 3 人 3 人 2 人 5 人 1 人 18 人

【　収　入　】
項　目 新生会 創志会 創政会 そお幸喜会 無所属自由クラブ れいわ会 徳峰一成 議員 計

交 付 額 240,000円 240,000円 360,000円 360,000円 240,000円 600,000円 120,000円 2,160,000円
自己負担額 0円 0円 0円 0円 0円 0円 12,632円 12,632円

収 入 合 計 240,000円 240,000円 360,000円 360,000円 240,000円 600,000円 132,632円 2,172,632円

【　支　出　】
項　目 新生会 創志会 創政会 そお幸喜会 無所属自由クラブ れいわ会 徳峰一成 議員 計

調査研究費 62,309円 0円 0円 189,779円 126,519円 94,520円 34,114円 507,241円
研　修　費 0円 0円 302,520円 0円 0円 427,440円 0円 729,960円
広　報　費 0円 0円 0円 0円 0円 0円 98,518円 98,518円

支 出 合 計 62,309円 0円 302,520円 189,779円 126,519円 521,960円 132,632円 1,335,719円

返　還　額 177,691円 240,000円 57,480円 170,221円 113,481円 78,040円 0円 836,913円

※政務活動費は，曽於市議会議員の調査研究その他の活動に資するため，必要な経費の一部として交付するものです。
※平成26年度より政務活動費を1 人当たり月額10,000円の交付を受け，年度末に収支報告書を提出し残額は精算します。
※支出のなかった項目は省略しております。

全国市議会議長会永年勤続議員表彰

全国市議会議長会より、徳峰 一成議員が永年勤続30年表彰を受けられ､ 表彰状の伝達が行われました。

徳峰 一成 議員
（町議：26年2か月　市議：17年9か月）

※全国市議会議長会永年勤続議
員表彰は、10年以上市議会議員
の職にある者が対象。町議会議
員の勤続年数は、２分の1が市
議会の継続年数に加算されます。

（令和５年４月現在）
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「こんにちは議会です」のアンケート調査を実施します

曽於市議会では、今後の市議会だより「こんにちは議会です」の編集に
生かすため、アンケート調査を実施します。
スマートフォンやタブレットから QR コードを読込み、お答えください。
今後の紙面の改善に役立てていきます。

令和５年８月 31 日㈭まで にご回答をお願いします。

皆様のご意見をお待ちしております。
※スマートフォンやタブレットをお持ちでない、またはそのほか

の事情で webでのご回答が難しい場合は、下表の施設にアン
ケート用紙と回収箱を設置しておりますので、ご利用ください。

※集計結果については次回号で公表する予定です。

曽於市議会では定例会・臨時会の様子をインターネットによるライブ
中継や録画配信を行っています。
スマートフォンやタブレット端末から視聴できます。QR コードからも
アクセスできます。ぜひご視聴ください。

Link

QR コードを読み込むとQR コードを読み込むと
アンケートページがアンケートページが

開きます開きます

議
場
見
学

5
月
19
日
、
光
神
小
学
校
の
1

年
生
か
ら
4
年
生
の
皆
さ
ん
が
、

校
外
学
習
の
授
業
の
一
環
で
、
議

場
の
見
学
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
議
長
席
や
議
員
席
に

座
っ
た
り
、
楽
し
そ
う
に
議
会
や

議
員
の
体
験
を
し
て
い
ま
し
た
。

アンケート用紙・回収箱設置箇所一覧
末　吉 大　隅 財　部

市役所

本庁南棟１階市民環境課
総合案内 大隅支所１階

地域振興課
市民係

財部支所１階
地域振興課

市民係本庁本館３階
議会事務局

公民館 末吉中央公民館 大隅中央公民館 財部中央公民館
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曽
於
市
議
会
だ
よ
り

発
行
／
編
集
　
鹿
児
島
県
曽
於
市
議
会

〒
8
9
9ｰ

8
6
9
2

鹿
児
島
県
曽
於
市
末
吉
町
二
之
方
1
9
8
0

T
EL：

0986 - 76 - 8816
FAX：

0986 - 76 - 8901
E

メ
ー

ル
：

gikai@
city.soo.lg.jp

第
1
0
5
回
全
国
高
等
学

校
野
球
選
手
権
記
念
鹿
児
島

大
会
。
そ
の
開
会
式
で
曽
於

高
校
が
初
の
選
手
宣
誓
！
の

は
ず
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
コ
ロ
ナ
が
増
え
て
、
開
会

式
が
中
止
に
…　

失
意
の
ど

ん
底
だ
っ
た
選
手
た
ち
に
Ｋ

Ｋ
Ｂ
か
ら
選
手
宣
誓
を
さ
せ

て
あ
げ
た
い
と
の
連
絡
が
。

捨
て
る
神
あ
れ
ば
拾
う
神
あ

り
、と
は
こ
の
こ
と
で
す
ね
。

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
も
い
い

思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
感

謝
！

（
矢
上
）

5
月
か
ら
、
コ
ロ
ナ
感
染
症

も
5
類
に
移
行
し
行
動
制
限
も

な
く
な
り
、数
年
ぶ
り
に
行
事
・

イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
、
多
く

の
人
々
の
交
流
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。
校
区
の
小
学
校
と
地
域

の
合
同
運
動
会
が
開
催
さ
れ
、

多
数
の
住
民
が
参
加
し
、
マ
ス

ク
を
外
し
た
生
徒
の
笑
顔
、
大

き
な
声
、
子
供
達
の
頑
張
り
を

応
援
す
る
全
員
の
大
声
援
、
久

し
ぶ
り
に
一
体
感
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

感
染
症
が
終
息
し
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
引
き
続
き

予
防
対
策
を
し
、
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
自
然
災
害

が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
早

め
の
対
策
・
避
難
な
ど
の
行
動
を

と
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

今
回
、
市
民
と
議
会
の
か

け
は
し
「
議
会
だ
よ
り
」
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
と
り
、
今
後

の
誌
面
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る

た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

詳
細
は
19
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

（
鈴
木
）

表
紙
に
よ
せ
て

議
会
広
報
等
調
査

特
別
委
員
会

私
た
ち
が
作
っ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を

　
　
　
　
　
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

委
員
長　
鈴　

木　

栄　

一

副
委
員
長　
瀬
戸
口　

恵　

理

委　
　
員　
山　

中　

雅　

人

　

〃　
　

出　

水　

優　

樹

　

〃　
　

矢　

上　

弘　

幸

　

〃　
　

片　

田　

洋　

志

発
行
責
任
者　
　

議　
　
長　
久　

長　

登
良
男

前
列
左
か
ら
鈴
木
委
員
長
・
瀬
戸
口
副

委
員
長

後
列
左
か
ら
矢
上
委
員
・
山
中
委
員
・

片
田
委
員
・
出
水
委
員

7 月 1 日に生放送された選手宣誓
曽於高校野球部主将

2022年６月に同級生２人で「地元曽於市に新しい
風を！」との想いで、母校である末吉中学校前にパン
屋をオープンされました。

お店の名前は bakery at last ( ベーカリーアットラ
スト ) です！

at last は「ついに、とうとう」と言う意味があり、
曽於市にも「ついに」高級食パンのお店が出来ました
よー！との想いが込められています。高級食パン以外
にも、小物パンやサンドウィッチなどもあり、常連の
お客さんも増えているそうです。

オープンしてから１年経ちましたが、お客様といろ
いろな会話をすることが一番楽しいと話してくれまし
た。沢山の人との出会いを通じ、人間としてもパン屋
としても成長していきたいとの事でした。これからも
地元曽於市をもっと盛り上げて欲しいですね。

（出水）

夢
チャレンジ

［左側］宮
みや

原
はら

 知
とも

博
ひろ

さん ( オーナー )
［右側］小

こ
園
ぞの

 直
なお

治
はる

さん ( 店長 )

編
集
後
記
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